
サハラ砂漠に生きる人を撮った :価値ある貴重なドキュメンタリー :
12/14(土)13時～あ―すぷらぎ5Fにて上映[大人400円]監督アフタートータ付き
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デ 頭― 卜・豊鐘アリサ IA:issa Descotes‐ToyOsaki

ジャ∵ナリスト サハラ・エリキ主幸
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2019年 12月 14日 (土)上映13時～14時 +監督トータ14時～15時
大人400円 小中学生100円 /定員120名 /当 日先着/30分前開場/定員に達した場合は入場できません

フジシス?アフリカ・闘本を爾翁ぶこ麗躍する

アフ|リカ。日本を舞合に活置するジャーナリストのデコート豊崎アリサが、ソーラーパネル発電エネルギーのみを利用して、トゥア

■|'不ン1あ 4'お簿にわたる選離な擁1瑠着取材したドキュメンタリー映画です。古来より受け継がな るヽキャラバン際の
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営ふと`その自絵自建の畿経みを撮影む記録しました。

日本人の母とフランス人の父を持ち、二つの文化の間を旅しながら育つたデコート・豊崎アリサは、ジャーナリストという織を自らの生き方として定ある禁と
なつた。2006年にトウアレグ族の遊牧生活を支援するためにサハラ。エリキ協会を設立。以降、通訳またはキャラバンo一員として旅の日記を緩つている。
篠‐女のジャーナリストとしての活動は2011年の東日本大震災を機に本格化する。                     |
現在は|パリ|・ 東京。こジェールという二つの拠点を行き来しながらヽ 漱動する現代と人類のサバイパルに焦点を合わせtiジiニノ
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